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～ 大学連携も視野に入れたｅ－ラーニングシステム ～ 

 

 

 

 

 

１．ｅ－ラーニングの実施目的： 

・授業での教材提示を充実するため 

・ネットワークを介した学生との質疑応答などインタラクティブ性を確保するため 

・小テストなどによる学習履歴の把握や学習進度に応じた課題提示など自学自習支援のため 

２．ｅ－ラーニングの実施規模 

実施の規模 ・・・・・・・・・・・・ 全学的に実施 

ｅ－ラーニングを活用する科目数 ・・ ５４科目 

対象となる学生数 ・・・・・・・・・ 約２,６５３人 

３．授業での位置付け 

 本学では、授業時間中と事前事後学習の両

方で活用可能な学習支援システムとして

TIES（タイズ）を構築している。授業での位

置付けと使用方法は、①事前学習として、前

回までのデジタル化された板書と電子教材、

あるいはビデオ教材で復習、②授業中は板書、

配布資料などと共に TIES による教材の閲覧

やマルチメディア教材の実技、③ログイン・

ログオフによる出席確認と学習進捗の確認、④

授業内容を確認させる練習問題の実施とその

結果を成績に反映、⑤各講義終了時点で、毎回、

講義と練習問題に対する学生評価・アンケート

の実施と学生の意見を取り入れた次回講義で

の教育内容の調整などを中心としており、授業

評価の結果は学生にも公開している。 

 

 帝塚山大学では、授業での演習や自学自習を支援しながら教員の授業方法の改善

を実現するｅ－ラーニングシステムを構築している。専門の支援組織を設置して教

材・資料の電子化や学習履歴管理など組織的に対応しており、今後は、他大学との

連携によるコンテンツの充実、共同授業の実施も視野に入れて改善を図っている。

（講義用教材一覧） 

（学生にも公表されているアンケート結果） 

特色あるｅ－ラーニング実施モデル ⑧



４．代表的な授業科目での活用内容 

（１）科目名  『経済学概論』 

（２）受講学生数 ８０人 

（３）具体的な活用状況 

 経済学概論は経済学の入門的な講義で、通常２人の教員が１組になって１００台のパソコンが設置され

ている教室で授業を行う。１人の教員が黒板の前で授業を行い、もう１人は学生の質問や受講マナーの管

理にあたる。授業補助としてＴＡ（学生アルバイト）２人が配置される。学生の出席はログイン時点で自

動的に管理され、TIES 内の学習履歴によって進捗状況を把握する。事前学習として、前回まで学習した

電子教材や練習問題の復習が可能。

欠席に対する抑止効果が働くよう、

欠席状況や練習問題の点数の情報

は TIES 上で逐次受講生に公表さ

れる。また授業毎に行う学生評価・

アンケートシステムにより、学生の

疑問点や要望に即座に応えている。

年間の授業で使う電子教材は１０

０前後、練習問題数は約３００問、紙による配布プリ

ントは５０枚程度である。これらに加えて、経済の問

題を統計的に理解・説明するレポートの提出がある。

なお、出席、練習問題、レポートは、すべて最終の成

績に反映される。 

５．ｅ－ラーニングの活用により期待している効果 

 TIES の学生に対する教育的効果としては、①板書や配布プリントによる従来の講義形態を補完し、学

生のアテンションを維持させる効果、②教師による一方的な講義から学生自らが参加して演習的に考える

能力の向上、③講義の１ブロックごとに練習問題を回答させるので、学生は自分の理解度を確認しながら

授業を受けることができる、④出席や学習履歴の自動管理により学生の出席率を高める、⑤授業評価、ア

ンケートや掲示板による学生からのフィードバックによる授業内容の向上、⑥レベル・意欲の異なる学生

に対するきめ細かい対応が可能、などがある。また、教員に対する効果としては、①出席調査や練習問題

の採点などの煩雑な成績管理から解放される、②リアルタイムで学生一人一人の練習問題の得点状況が把

握できるので点数の低い学生に対する個別指導がその場で可能になる、③複数教員による共同授業を容易

にする、④共同授業における同一教材の作成と利用が促進される、⑤教員間で授業の方法を学ぶことが可

能になり、ＩＴスキルと教育手法のＦＤ的な向上が自然に実現される、⑥講義終了後に電子化された教材

を教科書化することが容易、などの効果がある。 



 デメリットとしては、授業中における学生による無関係なホームページの閲覧や他授業の宿題の作成な

どがある。その対策として、座席指定による氏名と顔の把握、時間制限による練習問題の多用、教員とＴ

Ａによる教室内の巡回などの対応が実施されている。 

６．大学の支援内容 

 教材の作成と更新、ｅ－ラーニングを利用した授業でのサポートは、TIES 教材開発室が専門に行って

いる。具体的には、ホワイトボードスキャナとビデオ撮影による授業記録を使って教材作成、教員の授業

ノート、配布物からの教材作成、パワーポイントからの教材作成など、教員の異なるＩＴスキルやニーズ

に対応した教材作成支援と、授業前の IT機器の準備、授業中の演習サポート、授業後の学習履歴収集と整

理などの授業支援を行っている。更に、教材に対する学生のフィードバックを収集し、教材を常に更新し、

より高品質で教育効果のある教材を作成する工夫を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．今後の方針、拡大・改善の計画 

 以下の方針により、教育用コンテンツの充実と利用の拡大を図ることにしている。 

① 大学講義の公開による社会的貢献を果たし、同時に教育コンテンツの通用性と高度化を実現するため、

今年度より教育コンテンツのポータルサイト（一般公開用ｅ－ラーニングシステム）openTIES 

( http://www.openties.net ) の運用を開始した。大学教育の教材を充実しその公開を促進するため、参

加を希望する大学や個人に無料で提供する。 

③ 学生に、企業現場などの社会の生きた情報を提供する

ため、社会で活躍している人材を「サイバー非常勤講師」

として採用し、共同で授業を展開することにしている。 

④ 上記①のシステムと連携し大学内の教育を支援するｅ

－ラーニングシステム（TIES４）を開発する。 

⑤ ｅ－ラーニングシステムの運用と管理の煩わしさの問

題を解決するため、上記④のシステムをＡＳＰを介して

提供し、参加大学の増加を図ることにしている。 

 

 《問い合わせ先》 
 帝塚山大学 TIES教材開発室 堀 真寿美氏 
 TEL:0742-48-8561 

デジタル化
された板書

授業で撮影
されたビデオ

授業でのホワイトボードスキャナとビデオ撮影

ホワイトボードスキャナで
板書をデジタル記録

無人でビデオ撮影
完成した教材


